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症例から学ぶ
EBM時代の糖尿病診療
門脇　孝　監修

野田光彦　編

梶尾　裕（国立国際医療センター内分泌代謝科）

本書は，日本糖尿病学会が公表した「科学的根

拠（evidence）に基づく糖尿病診療ガイドライン」

（以下「ガイドライン」とする）の策定委員のひと

りである野田光彦先生によって編集された．「ガ

イドライン」は，日本における糖尿病診療の基本

的指針として，EBMの観点から，糖尿病に関す

る多くの研究成果をエビデンスのレベルによって

読み分け，重要な項目に沿って策定された．糖尿

病についての指南書・実践書は数多く出ている

が，「ガイドライン」に留意し，これを有効に活用

するためのものは数少ない．臨床現場では，個々

の患者に応じて，その病態や背景を念頭において

診療を行うが，「ガイドライン」を理解し有効に活

用するために，実際に遭遇する具体的な症例をも

とにわかりやすく解説した本書は，診察室におけ

る座右の書と言える．糖尿病専門医だけでなく，

糖尿病診療にかかわるすべての臨床医，コメディ

カルの方々にお薦めしたい 1冊である．

本書が通常の解説書と異なる点は，各項目の記

述の中心に「ガイドライン」の中心となるエビデ

ンスにのみ焦点を当てるのではなく，臨床試験に

よる病態の理解を重要視し，患者の意向にも配慮

した患者の益となる糖尿病診療をめざした構成に

なっている点である．

本文は，基本的には「ガイドライン」の流れに

沿っているが，臨床の現場で使いやすいように項

目を増やしている．各項目の構成は，項目に関連

した症例を提示したうえで，1）「ガイドライン」

のポイント，2）「ガイドライン」に沿った診療の

進め方，3）専門医へのコンサルトのタイミング，

4）症例からの教訓と続いている．項目に沿って読

み進めてもよく，必要に応じてめくってもよい．

どのページからめくってみても，日常遭遇する場

面に応じて具体的な診療のアドバイスが述べられ

ており，知識と経験の両面から得るところが多

い．さらにメールアドバイスとして，患者の病態

や背景に応じた適切な対処法が追加され，Note

として専門医でないとわかりにくい用語や項目に

ついて適切で簡潔な解説を追加している．また巻

末には，編者自ら糖尿病診療のうえで病態と治療

を結びつけて考えるための留意点を Appendixの

形で補完している．野田先生ならではの痒いとこ

ろに手の届く，心憎い配慮と言えよう．

本書は，記述はわかりやすく簡潔でありながら

も，味わい深い内容となっている．読者の期待を

裏切ることなく，糖尿病診療の EBMの理解と実

践に大いに貢献することは間違いない．�
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